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緊急事態宣言が全面解除され、少しずつですが日常を取り戻しつつあります。しかしながら油断大敵です。

外出の際はこれまで通り、手洗い、うがい、消毒などの徹底を心掛けたいものです。 

コロナ禍において多くの人々が苦しめられています。かつてお釈迦様はこの世を「一切
い っ さ い

皆
かい

苦
く

」と表されました。

この苦というものは、新型ウイルスによって突然もたらされたのではなく、何気ない日常に潜み、隙あらば私たちに

襲い掛かるのです。苦の代表ともいえるものが「生
しょう

・老・病・死」で四
し

苦
く

と呼ばれます。生を繋ぎながら死に向か

う、その道々で苦に出会います。お釈迦様はまずこの四苦を克服することを願い修行を始められたといいます。 

誰しもに平等にやってくるこの苦には原因があります。それは、“求めても自分の思い通りにならない”ことです。

四苦だけでなくありとあらゆる苦しみに当てはまります。「なぜ欲しいものが手に入らないのか」「どうして自分だけ

がこんな目に合うのか」、自分や自分の所有物に固執するとこのように考えてしまいがちです。さらに、弱っている

ときほど周りが順風満帆に見えて、さらに苦しむという悪循環を起こしてしまいます。どのように苦と向き合えばい

いのでしょうか。 

 私たちは生きる中で言葉と共に多くの知識を得ます。これは実生活では大変役に立ちますが、多くの知識を

得て自分の中の常識ができてくると、「〇〇はこういうものだ」、「〇〇はこうすべきだ」といったように、それらに

縛られてしまうことがあります。ここにこだわりが生まれ、思い通りにならず苦の原因となるのです。だからこそ仏教

では非常識
．．．

こそが大事なのではないかと思います。なにも顰蹙
ひんしゅく

を買うような言動をすべきというのではなく、ものご

との両面を考えるということです。常識が表とすれば、非常識は裏、表裏一体ですからどちらも大事です。総本

山の他阿
た あ

真
し ん

円
えん

上人は 100歳であられますが、「もう 90歳ではない、まだ 90歳だ」とよく仰っていました。 

 かつて伊予国（愛媛県）に仏阿弥陀仏という尼僧がおられました。この尼僧は、習わずとも仏法の要点を自

然と語ることができ、常の心得として「知
し り

てしらざれ、還
かえり

て愚痴なれ」と言われたそうです。宗祖一遍上人はこ

の姿勢を「浄土教の教えにかなっている」と仰いました。まさに“知恵”（知識から来る心）を超えた“智恵”（ものご

とをありのままに観る心）ではないかと思います。常に心に留めておきたいものです。  合掌 

だりよ  時宗
じしゅう

 東岡山
とうこうさん

  
 

【ホームページもご覧ください！】

https://kyoto-fukudenji.com/ 

 

 
～今月のおことば～ 

「知
しり

てしらざれ、還
かえり

て愚痴
ぐ ち

なれ」  

 『一遍上人語録』より仏阿弥陀仏の言葉  

知 恵 と 智 恵 

 

（意訳）知識を得ても知識にこだわらず、知恵がついても

おごり高ぶることがないようにしなさい。 

マ
ツ
バ
ギ
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ア
ジ
サ
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